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lB埼玉県立博物館収蔵品の鉄JJとJJ装具について
一埼玉県内出土象嵌遺物の研究（その 2)

瀧瀬芳之

要旨 旧埼玉県立博物館に収蔵されていた鉄刀と刀装具の資料化を目指して、 X線透過調査を実施した。そ

の結果、児玉郡内古墳出土とされる鉄刀と刀装具のうち、 4点の刀装具に象嵌が施文されていることが判明

した。鉄刀の型式や象嵌文様などから、これらの資料にはおおむねTK209型式期 (6世紀末）の年代が与

えられる。また、今回発見された象嵌文様のうち、羽状文を対象として、同系統の鋸歯文と鱗状文を含めた

編年作業を行い、 8つの段階を設定して変遷過程を示した。

はじめに

埼玉県文化財収蔵施設には、「児玉郡内古墳出土」

とされる古墳出土品が収蔵されている。これらは、

旧埼玉県立博物館（現埼玉県立歴史と民俗の博物

館•以下旧県博と記載する）が、県北在住の収集

家から、平成元(1989)年3月に購入したもので

ある。資料の内容は、鉄刀・刀装具・鉄鏃・馬具

（轡・雲珠・杏葉など）で、旧県博の受入番号は

SPM88-041-0l~92である（埼玉県立博物館1992)。

馬具のうち一部は、関•宮代両氏によって紹介

されている（関•宮代1987) ものの、その他の資

料は、ほとんど公開されることなく現在に至って

いる。わずかに、昭和59(1984)年8月II日から

10月7日まで、岩手・埼玉文化交流展として岩手

県立博物館で開催された『北武蔵杖刀人とその

時代』で、購入前の当該資料を含む出土品が、個

人の収集品として展示された経歴がある（埼玉県

立博物館1984)。

本論は、これらの資料のうち、鉄刀と刀装具の

資料化を行い、考古学的価値を明らかにすること

を目指すものである。出土古墳や共伴関係に関す

るデータが欠如している資料ではあるが、だから

といって、考古学的資料として研究の俎上にのせ

るための基本的な作業をおろそかにする理由には

ならない。また、本資料に含まれる有窓鐸や円頭

刀装具（柄頭・鞘尻）などの刀装具には、象嵌装

飾が施されている割合が高く（瀧瀬・野中1997)、

x麒和幽訃査を実施することによって新たな知見
を得られる可能性もある。

また、あわせて、同じく旧県博の収蔵資料で

ある鉄刀についても紹介する。受入番号SPM69-

061の川越出土品、及びSPM69-261-03の出土地

不明品である。これらは、旧県博の建設以前に同

地にあった埼玉県立文化会館の収蔵資料で、昭和

46 (1971)年、旧県博の開館に伴い、引き継がれ

たものである（埼玉県立博物館1979)。

埼玉県立文化会館は、昭和23(1948)年に設立

し、講演・講座・図書閲覧・展示会・刊行物の出

版など、社会教育の各方面にわたるさまざまな活

動を行い、戦後の県内文化活動の拠点となった施

設である。昭和32(1957)年には、文化財保護の

啓発普及を目的として付属の郷土館が開設され、

生産文化財資料・民俗資料・考古資料など、郷土

の文化財を広く収集展示していた（埼玉県教育委

員会1977• 埼玉県1991)。昭和37 (1962)年11月

に開催された「古墳とはにわ展」では、埴輪をはじ

め大刀や装身具など合計200点以上が一堂に出展

され、県内で初めての催しとして注目された（埼

玉県立文化会館1963)。この2点の鉄刀は、この

ような経緯の中で、埼玉県立文化会館に寄贈もし

くは収集された資料と考えられるが、残念ながら

出処や来歴は明らかになっていない。
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1 資料詳細

この章では、個々の資料の寸法を含む現状の状

態について記載する。

(1)児玉郡内古墳出土品

対象とするのは鉄7]8振り・鐸4点・縁金具2

点・鋪2点・鵜目 1点・円頭刀装具2点である。

記述は旧県博の登録番号順とする。

SPM88-041-01 鉄刀（第1図1)

旧県博資料名称は「直刀」とあるが、鉄刀と記

載する（以下同じ）。

平造り・両関の鉄刀である。劣化のため刃の一ー＾

部が剥落する。仝長793mm（茎長98mm・刃長695

mm)、刃幅30~22mm、背幅5~4mm、重さ459.4 g 

である。関は背関がやや浅いが均等両関の範囲内

と考えられる。茎は茎尻に向けてやや幅を減ずる

中細茎で、茎尻は栗尻である。目釘孔はない。

SPM88-041-03 鉄刀（第1図2)

平造り・片関の鉄））である。刃・背の一部と、

切先の先端をわずかに欠く。現存長897mm（茎長

161mm・刃現存長736mm)、刃幅35~28mm、背幅6

~5mm、重さ717.lgである。刃関は一部欠損し

ているため形状ははっきりしないが、やや曲線を

なして切れ込む据角と推定される。茎は、関から

の切り込みか深く、茎尻に向けて幅がほとんど変

化しない類直茎で、茎尻は直線状の一文字尻であ

る。日釘孔は肉眼では明瞭ではないが、 X線検査

で3か所に確認された。均等に配されており、孔

径は5~4mmであろ。同様に、径4mmの鋪元孔が

関から 3cmほど離れた位置に確認された。全体的

に劣化が進み、剥落が著しいため、断面図は一部

復元してポしている。

SPM88-041-04 鉄刀（第1図3)

平造り・片関の鉄刀である。茎尻を欠き、劣化

による刃の剥落か著しい。現存長898mm（茎推定

現長125mm・刃推定現存長773mm)、刃幅推定32~

26mm、背幅6mm前後、重さ577.8 gである。刃関

は欠担しているため形状は不明である（図では撫

角関に復元）。茎は、関から深く切れ込み、茎尻に

かけて幅を狭める細茎と推定される。 X線検宜で

径5mmの目釘孔が1か所に、径5mmの鋪元孔が確

認された。

SPM88-041-05 鉄刀（第1図4)

平造り・両関の鉄刀である。刃の一部が剥落し、

切先の先端をわずかに欠く。全長691mm（茎長90

mm・刃長601mm)、刃幅27~24mm、背幅7~5mm、

重さ450.5 gである。関は均等両関であろ。背関

が浅い二段関となっているが、これはおそらく鋪

が装着された痕跡とみなされる。茎は栗尻中細茎

である。茎尻に近い部分に日釘が残っている。

SPM88-041-06 鉄刀（第1図5)

平造り・両関の鉄刀である。刃と背の一部が剥

落し、切先及び茎尻の先端をわずかに欠く。現存

長622mm（茎現存長115mm・刃現存長407mm)、刃

幅30~24mm、背幅9~6mm、重さ432.8 gである。

関は均等両関である。背関が緩やかな二段関と

なっているが、鋪が装着された痕跡であろう。茎

は中細茎であるが、茎尻が尖る特異な形状を呈し

ている。い釘孔は存在しない。

SPM88-041 -07 鉄刀（第2図1)

平造り・両関の鉄刀である。刃関と茎の大半が

失われ、刃と背の一部も剥落している。切先も剥

落が著しく、形状は推定である。現存長641mm（茎

現存長18mm・刃現存長623mm)、刃幅23~20mm、背

幅5mm、重さ309gである。関は均等両関と推定

される。

SPM88~041 -08 鉄刀（第2図2)

平造り・両関の鉄刀である。刃の一部が剥落

し、切先にかけて大きく失われている。全長502

mm（茎長82mm・刃長420mm)、刃幅24~20mm、背幅

8~5mm、重さ253.9 gである。刃関は不明瞭で、

なだらかに移行する。背関には鑓がはめこまれた

疇がある。茎は一文字尻直茎である。茎尻に近

い部分に目釘が残る。

SPM88-041-09 鉄刀（第2図3)
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20cm □ 
第1図 旧埼玉県立博物館収蔵鉄刀①(S=l/4)

｀ 

1 児玉郡内古墳（SPMBB-041-01)

2 児玉郡内古墳 (SPM88-041-03)

3 児玉郡内古墳 (SPM88-041--04)

4 児玉郡内古墳 (SPM88-041--05)

5 児玉郡内古墳 (SPM88-041--06)
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平造り・両関の鉄刀である。茎は劣化が著し

く、刃も一部が剥落している。現存長481mm（茎

現存長55mm・刃現存長426mm)、刃幅28~23mm、背

幅8~6mm、重さ320.5 gである。関は均等両関

である。茎は茎尻の幅をすばめた先細の細茎と推

定される。目釘孔はない。

SPM88-041-10 鐸（第3図1)

鉄製の矩形八窓鋼である。大きさは長径87

mm・短径76mm。茎孔径は推定で40x26mm、彫さ 3

~5mm、重ざ64.3 gである。茎孔を中心に大きく

欠損しており、透かしのうち 3か所の形状は推定

である。有窓鐸には象嵌が施される可能性が高い

が、本例には認められなかった。なお、本例は『北

武蔵杖刀人とその時代』の図録蕃号（以下『図

録』番号と記載する） 79の写真上段中央の鐸と同

一品である。

SPM88-041-11鐸（第3図2)

鉄製の無窓鐸である。表面の一部は劣化し剥落

している。大きさは長径68mm・短径56mm、茎孔径

3lxl7mm、厚さは耳で4mm・茎孔で3暉、重さは

54. 6gである。象嵌はない。

SPM88-041-12鐸（第3図3)

鉄製の無窓錦である。 1/4ほどが劣化し剥落

しており、茎孔側の一部が欠落する。表面には、

おそらく旧所有者によるものであろう研磨か施さ

れている。大きさは長径65mm・短径57mm、茎孔径

29x (17)mm、原さは耳で5mm・茎孔で2mm、重さ

は46.4gである。本例では耳にのみ象嵌が確認

された。象嵌の材質は不明であるが、おそらく銀

と考えられる。

象嵌はC字状文が間隔を開けて施文ざれている

ことは判別できるが、欠落が多く、また耳部にお

けるX線の鋭察には限度があるため、その全容は

明瞭でない。

SPM88-041-13縁金具（第3図4)

旧県博資料名称は「責金具」とあるが、縁金具も

しくはその大きさから柄頭の切羽と考えられる。

鉄製である。柄頭の切羽とすると、頭椎大刀か大

形の円頭一大刀に装曽されていた可能性がある。大

きさは長径63mm・短径49mm。孔径45x34mm、厚さ

4~6mm、重さ31.2 gである。象嵌はない。

SPM88-041-14 縁金具（第3図5)

旧県博資料名称ぱ「責金具」とあるが、縁金具

もしくは切羽と考えられる。鉄製である。大き

さは長径53mm・短径41暉。孔径37x26mm、厚さ 3

mm、重さl3.3gである。象嵌はない。

SPM88-041-15 鐸（第3図6)

旧県博資料名称は「責金具」とあるが、鉄製の

無窓鐸で、喰出鉗と考えられる。大きさは長径43

mm・ 短径32mm。茎孔径23x15mm、厚さ4.5mm、重さ

17. 9 gである。状態は良好で、一方の面には縁金

具あるいは鋪か接していた痕跡がある。象嵌はな

い。本例は『図録』番号79の与真下段右端の鐸と

同一品である。

SPM88-041-16 錮（第3図7)

鉄製の鋪である。大きさは長径31mm・短径24

mm。長さ15mm、厚さ l~2mm、重さ23gである。

堰金を設けるタイプの鋪である。象嵌か施されて

いるが、研磨ざれているためか、外面の象嵌はほ

とんど剥落しており、象嵌溝のみが肉眼で観察さ

れる。堰金の象嵌はかろうじて一部残っているこ

とが確認された。

象嵌の文様はハート形のモチーフを連続させた

もので、単位は6単位である。ハート形の内部と

余白には旋状文を充填させている。堰金に残る象

嵌は旋状文で、おそらく全面に施されていたもの

と推定される。なお、本例は『図録』番号79の写

其下段右から 2番目の鋪と同一品である。

SPM88-041-17 鑓（第3図8)

鉄製の鋪である。大きさは長径30mm・短径21

mm。長さ13mm、厚さ 3mm、重さ14.7 gである。一

枚板を巻いて刃側で鍛接した筒状の鋪である。象

嵌はない。

SPM88-041-18 鵜目（第3図9)
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金鋼製の鵜日である。大きさは外径14mm・内径

8mm。高さ 7mm、厚さ 1mm、重さ1.3 gである。

厚さ約 1mmの銅板を筒状にまわして蝋付けし、 → 

方の縁を叩いて広げている。鍍金は表面（可視範

囲）にのみ施されている。

SPM88-041-63 円頭刀装具（第3図10)

鉄製の円頭状の刀装具である。長さ50mm、縁

径30x28mrn、厚さ3mm前後、重さ61.4gである。縁

近くを断面方形の日釘か貫通する。 X線透過調査

の結果、連続する半楕円文と山形文を組み合わせ

た羽状文の象嵌が施されていることが確認された。

羽状文の積み重ねは部分的に崩れていろが、 3段に

配されている。図化はX線写真で確認された象嵌

を、切り合いや表面の状態を考慮に入れて各面に割

り付けて行った。そのため、その位置関係はかなら

ずしも正確ではない。模式図と考えていただきたい。

旧県博資料名称では「柄碩」とされるが、鞘尻

の可能性もあるため、円頭刀装具としておく。な

お、本例は『図録』番可80の写真左から 3番目と

同一品である。

SPM88-041-64 柄頭（第3図11)

鉄製の柄頭である。端部の平面形は方頭に近い

が、刃側に向けてしもドがりになるところから、

円頭柄頭と考えてよいだろう。肉眼では確認でき

ないが、径4mmほどの懸通孔がやや背寄りにあけ

られている。鴫目は存在していない。長さ69mm、

縁径39x28mrn、厚さ 5mm前後、屯さ80.1gであ

る。本例にも象嵌が施ざれていることが判明した

が、劣化が進み、表面の剥落も著しいため、象嵌

はほとんど残存していなかった。材質はおそらく

銀象嵌であろう。文様はわずかに残る二重円文と

旋状文から、亀甲繋文と考えられる。象嵌の配置

は、前例と同様に、 X線写真から模式的に作図し

た。なお、本例は『図録』番号80の写真左から 2

番目と同一品である。また、本例と63の鞘尻は、

かつて拙稿で紹介したことがある（瀧瀬1991第3

図5)。

(2)川越出土品

SPM69-016 鉄刀（第2図4)

平造り・片関の鉄刀である。茎・刃・背の一部

を欠く。全長1,200mm（茎長212mm・刃長988mm)、

刃幅42~35mm、背幅9~6mm、重さ1,325gであ

る。刃関は曲線をなしてやや深く切れ込む撫角

で、茎は一文字尻類匝茎である。径5mmの目釘孔

が2か所均等に配置されている。鋪元孔は径5mm

である。

(3)出土地不明品

SPM69-261-03 鉄刀（第2図5)

平造り・片関の鉄）］である。茎尻の→部と刃の

大半を欠く。現存長392mm（茎長184mm・刃現存

長208mm)、刃幅40~38mm、背幅9mm、重さ351.5

gである。刃関は深く弧を描いて切れ込み、茎胴

部は細で、茎尻は隅を弧状にえぐり落とした隅快

尻である。径5mmの目釘孔が2か所均等に配置さ

れ、内部には扁平な平釘が残っている。鋪元孔は

径6mmである。茎の表面には柄木の木質が付着し

ており、柄木がどこまで及んでいたか、その境が

明瞭である。刀身侃裏にはその境と接するように

鞘木の木質が残っており、このJ]が鐸や鋪などの

金属製装具をもたない木装の桁をもっていたこと

が分かる。なお、本資料の刀身と考えられる破片

(SPM-261-01 • 02)も同時に保管されているか、

剥落か著しく、原形をほとんどとどめていないた

め図化しなかった。

2 所見

本章では、各資料について、おもにその年代に

関して所見を述べる。

(1)児玉郡内古墳出土品

鉄几は日杵分類（臼杵1984)を基準にまとめる

と以下のようになる。

01：均等両関栗尻中細茎

03：撫角？片関一文字尻類直茎

04：片関細茎
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05：均等両関栗尻中細茎

06：均等両関尖尻中細茎

07：均等両関？

08 ：均等？両関—＾文字尻直茎

09：均等両関細茎

06の茎尻は臼杵氏の分類にない特殊なもので

あるため、新たな形制を設定した。 2振りある片

関の大刀のうち、 03が該当すると思われる撫角片

関一文字尻類直茎の鉄刀の年代は、古墳時代中期

から後期にかけて、須恵樅型式でいうと TKIO~

TK209咽式期とされている。両関の鉄刀では、 01• 

05か該当する均等両関栗尻中細茎の鉄J]が、

TK209~TK217式期に盛行したと考えられている。

他の両関の鉄刀も、身幅か‘30mm前後と細身で、全

長も500~700mmに収まるので、それと同様の年代

観があてはまるのではないかと考えられる。

刀装具では、 10のような矩形八窓鐸は、 TK43~

TK217型式期までみられるが、 10は整った倒卵形

の形状や、均等な配置の透かしなどから、後出の

ものではなさそうである。 13の大形の柄頭縁金具

は、鉄装あるいは木芯円頭大刀や頭椎大刀の一具

である可能性が高い。したがって、その年代は

TK209型式期が中心となろう。他の無窓鐸など、

象嵌のない鉄製刀装具や金銅製鴎Hの帰属時期は、

明確な根拠はないが、おおむねTK43~TK209型式

期に収まるものと考えられる。

12は耳にのみ象嵌を施す無窓鑓である。その文

様はおそらく単純にC字形の文様が連続する「C

字状文」か、波状文を中心として交互にC字形の

文様が連続する「波状c字状文」と考えられる。
年代は、ともにTK209型式期の前半代に求められ

よう（瀧瀬・野中1996）。本例のように、耳にのみ

象嵌を施した無窓鐸は、類例が少なく、管見では

本例のほかに13の出土例があるにすぎない。埼

玉県では桶川市西台3号墳（塩野・増田1970・註

I)についで2例目となる。

16のハート形文を施す鋪は、これまで全国で27

の類例があるが、県内では美里町広木大町9号墳

から出土している（瀧瀬・野中1996)。広木大町

9号墳例は、鋪と鑓の平にハート形文・耳に波状

c字状文を施す象嵌装火j]で、時期は、耳の文様
から TK209型式期でも前半期のもの考えられる。

ハート形文のデザインは本例と酷似しており、ほ

ぼ同様の年代が与えられよう。

63は羽状文を施す円頭刀装具であるが、その文

様から鞘尻の可能性が高いと考えられる。本例を

含めたこの系統の象嵌）J装具についての所見は、

次章で詳述したい。

64のように亀甲繋文を施した象嵌柄頭は、管見

では、全国で、円頭・頭椎・圭頭柄頭を含めて60

の出土例を確認している。うち、県内での出土例

は、円頭大刀が本庄市秋山古墳群（埼玉県1951/

瀧瀬・野中1996)と神川町青柳古墳群南塚原支群

72号墳（田村1996a)から、頭椎大刀が美里町塚

本山137（県報侶19)号埴（増田他1977／瀧瀬・

野中1996)から出土している。本例は4例目に当

たるか、すべて児五郡市内から発見されているこ

とは興味深い。 64は、その文様がほとんど残って

いないため、比較検討するデータは乏しいが、か

ろうじて繋線が三重線で、支点が二重円文である

ことと、亀甲内に旋文が多用されていることがわ

かる。これは、橋本編年（橋本1993)の主として

第三段階（秋山古墳群例を含む）から第四段階に

かけての亀甲繋文にみられる特徴といえる。第三

段階には6世紀末の年代が与えられている。

(2)川越出土品

臼杵分煩によると撫角片関一文字尻類直茎の鉄

刀に該当し、 TKIO~TK209型式期という年代観

が与えられている。

(3)出土地不明品

撫角片関隅扶尻細茎の鉄刀である。この形制の

大j]の年代は MT15~TK209型式期にあたると

考えられている（臼杵1984)。
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3 鋸歯文・鱗状文・羽状文を象嵌する円頭・方

頭刀装具について

本章では、今回新たに確認された児玉郡内古墳

出土の象嵌刀装具のうち、羽状文を施す円頭刀装

具について考察していく。まず、県内をはじめ全

国の類例を集成して分類・編年作業を行ない、本

例の年代的位置づけを明らかにする。次に、これ

らの文様がもつ意味合いを再考し、象嵌文様の羽

状文がどのように成立し、展開していったか、そ

の過程を示したい。

(1)概念規定

従来、象嵌の文様には、明確な概念規定がなさ

れていないことが多い。そこで、今回改めて次の

ように規定する。

羽状文：①半円・半楕円文の連続もしくは積み

重ね、②山形文の連続、③山形文、半円・

半楕円文の頂点から延びる線（「頂線」と

仮称する）で構成されるもの。①と②、

①と③で構成される場合も含む。

羽状文を構成する要素のひとつとしてとらえら

ーロ
）
 

〉
ー二

10
ロ

れる①と②の文様は、単独でも施文されることが

知られている。これらの文様は、互いに密接に関

連しているものと考えられるため、次のように定

めて、分析の対象に含むことにする。

鋸歯文：山形文が連続するもの。

鱗状文：半円文・半楕円文が2段以上交互に積

み重なるもの。

(2)資料集成

現在までに鋸歯文・鱗状文・羽状文が施されて

いる円頭・方頭刀装具は、管見では全国で47の出

土例がある（第1表）。今後、保存処理に伴う X線

透過調査が行われることにより、さらに出土例が

増加していくことが見込まれる。

分布は、関東地方と畿内にやや集中する傾向に

あるが、宮城県から福岡県まで、幅広く散在して

いることがわかる。

県内では、本例のほかに、桶川市原山23号墳

（第4図l)、熊谷市円山2号墳（同図2)、滑川町

大道古墳（同図3)、神川町青柳古墳群四軒在家支

群8号墳（同図4)から出土している（註2)。

QD 6 4 

1 桶川市原山23号墳 (R3No.12) 

2 熊谷市円山2号墳 (R2bNo.13) 

3 滑川町大道古墳 (U5?No.14) 9 
4 神川町 青柳古墳群四軒在家支群8号墳 (U4bNo.15) 

第4図埼玉県内の類例 (S=l/2)

1伽m

(No.)は第 1表のNo.と同じ
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第1表 鋸歯文・鱗状文・羽状文象嵌責料集成表

No. I 遺跡名 遺構
形状 1目釘

文様
出土状況

共伴象嵌装具付鉄
文献（所在） （規模rn) （図No.) 刀 •7J装具（文様）

1 
住社遺跡古培周溝

古墳 円 横
U3b 

中村他1991
（宮城県角田市） (5-1 I) 周溝出土

2 
白穴横穴墓群東1号横

横穴墓 円 横
R2a 
単独出土 高島・馬目2010

穴（福島県いわき市） (6-20) 

中田横穴
| 

円頭刀装具（ハート形 いわき市1971／鈴木
3 
（福島県いわき市）

横穴溢 偏円 横 U3a 詳細不明
文） 2004／森2004

郭内8号横穴墓 U3a 
寺島他1981／白河市

4 
（福島県臼河市）

横穴墓 偏円 横
(5-9) 

詳細不町 鋪（渦状文）付鉄｝］ 歴史民俗資料館1983/
鈴木2004／森2004

石棺内で向きをそ 円頭柄頭（亀甲繋文）

5 
梶山古墳

円墳 (40) 円 横
R2a ろえた1()振りの大 ／無窓錦（且：不明・ 汀他1981／西山1986/

（茨城県鉾田市） (6 -21) 刀群の最上部柄寄 平：ハート形文）．鍾 橋本1993
りから出土 （ハート形文）付鉄刀

6 
紺久台12号墳

円墳 (22) 短円 横
R4 
擬乱層出上 円頭刀装具（ハート形益子町1987

（栃木県益子町） (6 -25) 文）

7 
井出二子山古墳 前ガ後円

方？
Ulb 
トレンチ出土 若狭他2009

（群馬県高崎市） 墳（108) (5-3) 

山名原口II遺跡2号培 U2a 八窓鐵（耳：波状c字 福田・神戸1991／高崎
8 
（群馬県高崎市）

円墳(16) 円 横 (5-5) 単独出土 状文）
市観音塚考古資料館
2008 

素環頭（縁取り線）大

台所山古墳 Kl 石棺内より一括出
刀／柄頭筒金（亀甲繋

福島1925／東京国立博， 円墳 (30) 方 なし 花文） ／一窓鐸（波状
（群馬県伊勢崎市） (5 -l) 上

文） ／鞘口（亀甲繋花
物餡1983／町田1986

文）

無窓鐸（不明）．鋪（不

10 
東小保方町出土

不明 円 横？ R2a 詳細不明
明）付鉄刀／無窓鐸 東京国立博物館1983/

（群馬県伊勢崎市） （耳：不明•平：圏線 村岡•関・徳江1998
c字状文）

柄縁金具（半円文）．

I I 
松本23号墳

円培（12) 円 縦 U4a
象嵌装具付鉄刀の 八窓鐸（耳：交互重半 村岡1989／村岡•関・

（群馬県邑楽町） 切先寄りから出土 円文・、fl:渦文）．鍾 徳江1998
（渦文）付鉄刀

12 
原山23号墳

円墳 短円 複合
R3 
象嵌装大刀の柄頭

鋪（ハート形文）付鉄
塩野他1978

（埼玉県桶川市） (4-I) }] 

13 
円山2号墳

円墳(18) 偏円 横
R2b 
詳細不明 埼玉県1982／若松1985

（埼玉県熊谷市） (4-2) 
！ 

14 
）＄道古填

1 円墳(17) 偏円 横
U5? 
単独出土

木村他1986／温瀬・
（埼玉県滑川町） (4-3) 野中1996

青柳古墳群四軒在家
U4b 

15 支群8号墳 円坦（］0) 円 なし (4-4) 単独出土
田村］996b

（埼玉県神川町）

16 （埼玉県児〖郡） 古墳 偏円 横
U 1 C 

埼玉県立博物館］984
(3-10) 

頭椎柄頭縁金具（重

駄ノ塚古墳 R3 刀装具は散在して
半円＋半円文） ／有窓

17 
（千葉県山武市）

方坑 (60) 偏円 横
(6 -23) 出土

鑽（耳：対抗半円文・ 白石他1996
平： S字状文） ／縁金
具（対抗半円文）

多摩川台 9号墳 R3 
象嵌のない装具付 八窓鋼（耳：交互重半

梅沢・白石・諸星
18 円墳(18) 偏円 縦 鉄刀に伴うとされ 円文•平：渦文）．鋪
（東京都大田区） (6-24) 

る 付鉄刀
1957／清水1995
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No. 遺跡名 遺構
形状 目釘

文様
出土状況

共伴象嵌装具付鉄
文献（所在） （規模m) （図No.) 刀・刀装具（文様）

19 
二子塚古墳 前方後円

円
なし
U2a 単独出土

秦野市桜土手古墳展
（神奈川県秦野市） 墳 (46) ？ 示館2010

20 
諏訪脇横穴墓群

横穴墓 柏木2004
（神奈川県二宮町）

円頭柄頭（亀甲繋文）

／柄頭縁金具 ｛ s字状
象嵌装円頭大刀の

文） ／八窓鐸耳：不

21 
須曽蝦夷穴古墳

方墳 (21) 方 なし
R2b 明•平：圏線円文） ／ 冨田1992／冨田他

（石川県七尾市） (6 -22) 一具（鞘尻） 鰯（S字状文） ／鞘口 2001 
(S字状文）／足金物2
（対抗重半円文）｛ 責金
物2 (S字状文

茶臼山古墳群馬塚支
U4a 鉄刀の切先近くか22 群 1号墳 円墳 (9) 円 縦 縁金具（半円文） 齋藤他2001

（福井県越前市）
(6-16) ら出土

23 
湯谷l号墳

円墳（11) 円 横 U4a 詳細不明 圭頭柄頭（亀甲繋文）
矢口他1981／長野県

（長野県長野市） 史刊行会1988

24 
御猿堂古墳 前方後円

方
なし
Ulb 不明 円頭柄頭（亀甲繋文）

長野県史刊行会1983•
（長野県飯田市） 墳 (65) ？ 1988／澁谷2007

柄縁金具（半円文）．

25 
本郷大塚古墳

円墳(16) 弧 縦
U4a 鉄刀群より離れて 八窓鐸（耳：対抗半

泉森他］992
（長野県須坂市） (5 -15) 単独出土 円文•平：ハート形

i 

文）・鰯（円文）付鉄刀

釜石古墳
鰯付鉄刀の切先に

宮坂1967／長野県史
26 
（長野県茅野市）

円墳 円 不明 U3b? 挿入されて出土 無窓鐸（平：渦文）
刊行会1988

（鞘尻）

柄頭縁金具（半円文）

宮之脇2号墳 U4a 象嵌装具付鉄刀と 伯窓鐸（耳：刻目・ 中島他1976／岐阜
27 
（岐阜県可児市）

円墳 偏円 縦
(5 -13) の位置関係不明

圏線C字状文）． 県博物館1983／岩原
籠（圏線C字状文）付 2006 
鉄刀

28 
四ッ池19号墳

円墳 短円 なし
R4 
単独出土 加藤他1986

（静岡県浜松市） (6-26) 

29 
明ヶ島15号墳

円墳(19) 円 なし
Rlb 刀装具は散在して 鞘口（龍文） ／柄頭縁

室内他2003
（静岡県磐田市） (6 -19) 出土 金具（交互重半円文）

柄縁金具（半円文）．

30 
駁馬炭焼古墳

円墳 (8) 円 横 R2b? 
象嵌装具付鉄刀の 無窓鐸（耳：渦状文・

三田2010
（愛知県吉良町） 切先近くから出土 平：ハート形文）．鍾

（ハート形文）付鉄刀

柄頭縁金具（半円

平田14号墳 U5 象嵌装木芯円頭大
文）・無窓鐸（耳：半

31 
（三重県津市）

方墳(12) 円 横 (6 -18) 刀の鞘尻
円文•平：渦状文）． 伊藤他1987
鍾（円文）付木芯円頭
大刀

32 
丸尾山古墳

円墳(18) 方 なし
Ula 
単独出土 門田1999

（三重県名張市） (5-2) 

33 
楢崎29号墳

円墳(13) 偏円 縦
U4b 
単独出土 本田他2003

（滋賀県多賀町） (6-17) 

34 
下山40号墳

円墳(15) 円
なし
U4a? 詳細不明

八窓鐸（耳：不明・ 崎山1993•1994／豊島
（京都府福知山市） ？ 平：ハート形文） 2001 

35 
高山12号墳

円墳（18) 偏円 縦
U3a 
詳細不明 縁金具（重半円文）

増田他1988／増田
（京都府京丹後市） (5-8) 1988 

36 
湯舟坂2号墳

円墳(17) 偏円 縦
U4a 装具付鉄刀 1振り

奥村・新納1983
（京都府京丹後市） (5 -14) の近くから出土
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No. 遺跡名 追構
形状 目釘

文様
出土状況

共伴象嵌装具付鉄 I 
（所在） （規模m) （ll!I[No.) 刀・刀装具（文様）

文献

37 
長原七ノ坪古墳 前方後円 I 

（大阪府大阪市） 墳 (24)
方 縦 Kl 詳細不明 高井1987／伊藤1988

38 
出雲井5号墳

円培(15) 円 不明 Rla 詳細不明
（大阪府東大阪市）

中西1998

櫃本他1976／西山
39 
柄縫古墳

円坦 (30) 偏円 横
U3b 1 

（兵庫県般岡市） (S -10) 詳細不明 1986／兵庫県教育委
員会］988

頭椎柄頭縁金具（二段

40 
沢の浦2号墳

円培 (9) 円 横 U2b I詳細不明
半円文）／八窓鐸（耳：

（兵庫県篠山市）
交互重半円文•平： 市稿他1987

(5-7) 

奥山田遺跡
41 I（和歌山県和歌山市）

I 

42 
ィ」州府5号墳

円培 (32) 偏円 横 U4a 
（烏取県米子市）

郊家平 1号墳
43 
（鳥取県倉吉市）

円墳(IO) 円 複合 U4a? 

| 

44 
柳谷古墳

円墳 (7) 弧 横
U3b 

（岡山県津山市） (5 -12) 

45 
乎岩古墳

古墳 偏円 横
U2a 

（岡山県赤磐市） (5-6) 

46 
浦江古填群S003

円墳(21) 円 不明
（福岡県福岡市）

R2a 

47 
竹並D-18-3号横穴箪

横穴煤 方
なし U I b 

（福岡県行橋市） ？ (5-4) 

(3)分類

まず、鋸歯文・鱗状文・羽状文を、それぞれ各

資料に施されている構成パターンから、計17種に

分類した。対象としたのは47例中45例である。

ただし、縁に施されている半円文は、鱗状文には

含めずに考えておく。各分類に該当する出土例は、

第 1表及び第5• 6図を参照していただきたい。

【鋸歯文 (K)】

l類：縁寄りに 1段の鋸歯文が巡るもの。

【羽状文 (U)】

l類：半円文もしくは鱗状文と鋸歯文で構成され

るもの。半円文と鋸歯文を a類、鱗状文が

2段の半円文のものをb類、鱗状文が半楕

円文のものを C類とする（註3)。

渦文） ／鋪（渦文）付
鉄刀

尾崎2001

詳細不明
小原他1989／米子市

無窓錦（あり）
1999 

柄頭縁金具（C字状

象嵌装具付鉄刀の文） ／柄縁金具 (C字
根鈴他1988／土井切先側から離れて状文）・無窓鍔（耳；

出七 交互軍半円文•平： 1994 
渦状文）．鈍（C字状
文）付鉄刀

象嵌頭椎柄頭の近
くから単独出土

頭椎柄頭（亀甲繋文） 保田他1988

攪乱層出土 二宮他2006

i 

単独出土 吉留他2004

竹並遺跡調査会1979/
単独出土 横田1985／北九州市

ウ考古博物館1987

2類：鱗状文もしくは半楕円文と鋸歯文及び頂線

で構成されるもの。鱗状文のものを a類、

半楕円文のものをb類とする

3類：鱗状文と頂線で構成されるもの。鱗状文の

段数が3段以上ものを a類、 2段のものを

b類とする。

4類：半楕円文と頂線で構成されるもの。頂線が

直線のものを a類、曲線のものをb類とす

る。

5類：縁の半円文と頂線で構成されるもの。

【鱗状文 (R)】

1類：半円文を積み重ねた鱗状文か施文されるも

の。積み重ねが鱗状に整然としているもの

をa類、乱れているものをb類とする。
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2類：半楕円文を積み重ねた鱗状文か施されるも

の。楕円の幅が長さの2倍を超えないもの

をa類、 2倍以上に長くなるものをb類と

する。

3類：鱗状文が2段の半楕円文で構成されるもの。

4類： l列の半惰円文のみが施文されるもの。

次に、文様以外の分類要素として、装着方法と

形状かあげられる。

装着方法は、目釘を用いて固定するものか多い。

それには次の3つの方法が認められる。

・横目釘留式：縁から横位に打ち込んだ目釘によ

って固定する。

・縦目釘留式：頂部から下に向けて打ち込んだ目

釘によって固定する。

・複合日釘留式：横と縦両方のH釘が用いられて

いるもの。

出上例のなかには、日釘の認められない例もあ

る。欠損したものでないならば、柄木もしくは鞘

木へはめ込むだげで固定したと考えざるを得ない。

胴犬は、侃園（倶裏）側からみた平面形の端部

の形状を対象とするが、見た目による区別である

ため、恣意的な判断が人り込むことは否めない。

また、劣化による変形も影響を与えるので、あく

までも日安としてではあるが、次の5つに分けら

れそうである。

・方形：左右ほぼ均等の方形。

・円形：左右ほぼ均等の円形。

・偏円形：左右不均等の偏円形。

・弧状：斜めにカットした形。

・短円形：縁径と長さがほぼ同じで、縁から幅を

せばめる寸詰まりのもの。

(4)編年

象嵌文様は、まず元となるモチーフが存在し、

そこに祈しい要素か取り入れられて発展していく。

続いて、単位を大きくして施文数を少なくするな

ど、なるべく手間をかけずに面積を埋めるように

なる省力化が進み、文様が変化していくと考えら

れる。この仮定に拮づくと、おおむね次のような

過程をたどることができよう。

羽状文は、鋸歯文と半円文や隣状文が組み合わ

さって成立し、頂線か加わって完成形となったと

考えられる。その後、鋸歯文は失われ、鱗状文を

構成する半円文が半楕円文へと変化し、施文数も

少なくなっていく。一方、鱗状文は、細かい半円

文が半単位ずれた規則正しい積み重ねから、規則

性が崩れ、また半楕円文の積み重ねへと変化する。

その後、羽状文と同様に、半楕円文は縦に長く施

文されるようになり、単位も減少していく。

この過程を踏まえ、外形や装着方法の要素を加

えて、次の8つの段階を設定した。

【第 1段階】 K 1頬

鋸歯文か施文される。形状は方形である。装着

方法は縦目釘のものかみられる。

【第2段階】 Ul類

平円文や鱗状文と鋸歯文が糾み合わさる羽状文

の初期段階である。形状は方形である。

【第3段階】 R 1 a類

鱗状文か円頭刀装具に施文されるようになる段

階である。形状は円形である。

【第4段階】 U2a 類 •Rlb類 •R2a類

羽状文が鱗状文＋鋸歯文＋頂線で構成される。

第2段階の羽状文と比較すると鱗状文の段数に隔

たりかあるため、 3つの文様で構成される羽状文

の成立は、第3段階に遡るかもしれない。鱗状文

は、半円文の積み重ねが乱れはじめ、一方では、

半惰円文へと変化していく。この半楕円文化は、

羽状文を構成する鱗状文にもみられる傾向といえ

る。この段階で横目釘式のものが出現する。形状

は円形が多いか、偏円形も認められる。

【第 5段階】 U3a頬 •R2b類

羽状文の鋸歯文が半楕円形となり、鱗状文に吸

収されていく。同時に鱗状文の半楕円文も長くな

っていく。施文単位は多く、ほぼ全面に施文され

る。形状は偏円形と方形がある。装着方法は横日
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台所山古墳 (KlNo.9) 

丸尾山古墳 (UlaNo.32) 

井出二子山古墳 (UlbNo.7) 

竹並D-18-3号横穴墓 (UlbNo.47) 

山名原口 1I遺跡2号墳 (U2aNo.8) 

第5図

14 

6 平岩古墳 (U2aNo.45) 

7 沢の浦2号墳 (U2bNo.40) 

8 高山 12号墳 (U3aNo.35) 

9 郭内8号横穴墓 (U3aNo.4) 

10 楯縫古墳 (U3bNo.39) 

くう
11 住社遺跡 (U3bNo.1) 

12 柳谷古墳 (U3bNo.44) 

13 宮之脇2号墳 (U4aNo.27) 

14 湯舟坂2号墳 (U4aNo.36) 

15 本郷大塚古墳 (U4aNo.25) 

゜
10cm 

象嵌刀装具の類例 (I)(S=l/2) 

15 

(No.)は第 1表のNo.と同じ
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日
く》

18 

： ー～汀》

こン 19 こ 20 21 

三―m// 

ロロ口22 〇 23 の 25 

24 
aM□ 

26 

窒
21 梶山古墳 (R2aNo.5) 

16 馬塚 1号墳 (U4aNo.22) 22 須曽蝦夷穴古墳 (R2bNo.21) 

17 楢崎29号墳 (U4bNo.33) 23 駄ノ塚古墳 (R3No.17) 

18 平田 14号墳 (U5No.31) 24 多摩川台9号墳 (R3No.18) 

19 明ヶ島 15号墳 (RlbNo.29) 25 荒久台 12号墳 (R4No.6) 

20 白穴東1号横穴墓 (R2aNo.2) 26 四ッ池 19号墳 (R4No.28) 

゜
10cm 

第6図象嵌刀装具の類例 (2) (S=l/2) (No.)は第 1表のNo.と同じ
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釘式が主流となるが、円頭刀装具に縦目釘式のも

のが出現する。

【第6段階】 U1 c類 •U2b類・ U3b類

羽状文の施文単位が縁を除いて3段になる。鋸

歯文も一部にみられるが、この段階以降は消失す

る。鱗状文では出土例はないが、 3段の半楕円文

で構成される鱗状文を想定できる。形状は円形・

偏円形で、方形はこの段階での出土例はない。装着

碑は横目釘式である。

【第 7段階】 U4類 •R3類

羽状文・鱗状文の施文単位が、縁を除いて2段

になり、羽状文ではU4b類のように頂線が曲線

化するものも散見される。形状は偏円形が多く、

弧状や短円形のものも出現する。装着方法では縦

目釘留式のものが増加する。この段階に属する出

土例は45例中14例と最も多い。

【第 8 段階】 U5類 •R4類

羽状文・鱗状文の施文単位が、縁を除いて 1段

になる。羽状文では頂線のみが施され、縁の半円

文とで羽状文が構成される。象嵌施文の最終段階

と考えられる。形状は短円形で、装着方法は横目

釘留式である。

以上示した段階ごとに、各類の変遷過程を表す

と次のようになる。

二ばこ［ロニI二I：品I二I:;
Kl→Ulat U2a4J3a→→→[i]→U4→U5 

RlacRl b 
R2a→R2b→ →R3→R4 

(5)年代観

第1段階のKl類の台所山古墳例は、象嵌装環

頭大刀の鞘尻と考えられるが、この環頭大刀はそ

の構造や、鞘口に施された亀甲繋鳳凰文などから、

「五世紀後半に百済でつくられ、日本に移入され

た五世紀型環頭大刀にぞくする」とされている（町

田1986)。また、同じく Kl類の方頭刀装具が出

土した長原七ノ坪古墳からは、 TK47• MT15型式の

須恵器が共伴している（高井1987)。

第2段階に属するUI a類の丸尾山古墳からは、

MT15~TKIO型式の須恵器が出土している（門田

1999)。また、 Ulb類を出土した井出二子山古墳

の遺物の帰属時期は、TK23~MT15型式と考えられ

ている（若狭他2009)。一方、同じく U1 b類の

出土をみた竹並D-18-3号横穴墓には、 TK43型式

期の須恵器が伴出している（竹並遺跡調査会

1979)。

第3段階としたRl a類の出雲井5号墳からは、

MT85~TK217型式の須恵器が出土している（中西

1998)。

第4段階から第8段階に属する古填や横穴墓か

ら出土する須恵器は、 TK209型式が中心となる。

以上のような須恵器の共伴関係などを参考に、

各段階の年代観を設定すると次のようになる。

第1段階ー TK47型式期

第2段階ー MT15~TKIO型式期

第3段階ー TK43型式期

第4段階～第8段階ー TK209型式期

(6)考察

以上のように、鋸歯文・鱗状文・羽状文が施さ

れている円頭・方頭刀装具の変遷を、 8つの段階

に整理した。今回紹介した児玉郡内古墳例（第3

図10)は、羽状文U1 C類に分類されるが、管見

では同じ文様パターンに分類される出土例は見当

たらない。施文が3段になることから、編年上は

第6段階に位置づけ、年代はTK209型式期にあ

たると推定した。

この種の文様をもつ円頭刀装具を、筆者はかつ

て鞘尻の可能性が高いという見解を発表したこと

がある（瀧瀬・野中1996)。一部繰り返しになる

が、今回改めてその点について触れておきたい。

穴沢・馬目両氏の鱗状文装飾の大刀に関する論
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考では、日本列島から多く出土する単竜鳳環頭大

刀に施される鱗状文は、柄頭から鞘尻に向かって

積み重なっているもので、竜の鱗、鳳凰の羽毛を

表すものと指摘されている（穴沢・馬目1979)。

単竜鳳環頭大刀に続いて列島内で作成されるよう

になった、円頭大｝Jなどの象嵌装大刀の文様に、

その意匠が受け継がれていることは、柄頭に亀甲

繋竜鳳文が施文されることからも明らかである。

したがって、鱗状文、そして鱗状文で構成される

羽状文もまた動物文であり、その施文の方向は鞘

尻に向かって積み上げられると考えられる。羽状

文の祖形となる鋸歯文のもつ意味は明らかではな

いが、鋸歯文や古式の羽状文が施される方頭刀装

具が鞘尻であることはまず確実である。したがっ

て、羽状文・鱗状文の施された円頭刀装具のうち、

少なくとも第3段階から第4段階にかけてのもの

は、鞘尻である可能性が高いと判断してもよいの

ではないだろうか（註4)。

実際の出土状況をみてみると（第1表参照）、鞘

尻である出土例 (No.26• 31)や、その可能性の高

い出土例 (No.11・21・30)がいくつか認められる→

方で、確実な柄頭の例は、第7段階に位置づけた

R3類の桶川市原山23号填出土例 (No.12)のみで

ある（註5)。

先に示した文様の変遷からも明らかなように、

象嵌装大刀の製作の最感期となる TK209型式期

には、徐々に施文の単位が少なくなり、形骸化の

一途をたどっていく。それは、もはやその本来の

意味が失われてしまったことを意味するものであ

り、第5段階以降になると、鞘尻だけではなく柄

頭にも鱗状文や羽状文か施されるようになってい

くと考えられる。第7段階における出上例の増加

は、こうした文様の「制約」が解放された結果と

鴫累できるのかもしれない。

もうひとつ、金具の固定方法という観点からみ

てみよう。縦目釘留式は、本来方形の鞘尻（角尻）

を固定するために用いられた技法であるため、円

頭刀装具がこの方法で固定されている場合、それ

は鞘尻（丸尻）である可能性は高いかもしれない。

しかし、横目釘と縦目釘の両方で柄頭を固定して

いる原山23号填例をみても分かろように、この区

別も絶対的なものではなく、縦目釘留式が普及し

ていくなかで、円頭柄頭の固定にも用いられるよ

うになっていくと考えられよう。

さらに形状の点からみると、形だけでは柄頭か

鞘尻かの区別の判断は難しい。しかし、少なくと

も短円形のものは、円頭柄頭として用いられてい

る可能性が高いと思われる。

4 まとめ

今回の旧県博の収蔵品を資料化する作業の過程

で、 10点の鉄製j]装具のうち4点から象嵌文様が

確認された。これは、出土遺跡が未確定であるこ

とを差し引いても、価値ある発見といえよう。こ

れらのJ]装具を含む、児玉郡内古墳出土の一連の

鉄刀や刀装具は、鉄］Jの型式や象嵌文様の編年観

などから、 6世紀末を中心とする年代に属するも

のと考えられる。

鋸歯文・羽状文・鱗状文を象嵌する刀装具につ

いて、その文様の分類から、 8つの段階を設定し

その変遷の過程を追った。本来は鞘尻に施される

意味をもった文様が、量産化に伴い形骸化してい

き、柄頭にも施されるようになることを指摘し

た。象嵌文様の施された円頭刀装具が、柄頭か鞘

尻かどちらにあたるのかの判断は、文様の分析に

加えて、出上状況・装着方法など、多角的な視点

から考えなければならない。

本稿を草するにあたって、下記の方々にはたい

へんお世話になりました。末筆ながら記して感謝

の意を表します。

新井端大川操大谷宏治尾崎誠

門田了三金子彰男関根訪田村誠

藤沼昌泰 （敬称略・五十音順）
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なお、本稿は平成22年度研究助成の成果である。 料の増加に期待したい。

註4 鱗状文を、亀甲繋文の六角形の区画だけが残っ

註 I X線透過調査の結果、耳にC字状文の象嵌が発

見された。

たものという見解（高橋2002) もあるが、その

変遷過程を示す出土例はなく、賛同できない。

註2 筆者によるX線透過調査で明らかとなったもので 註5 瀧瀬・野中1996では、多摩川台9号墳の円頭刀

ある。各関係機謁のご厚意で掲戟ざせていただいた。

註3 羽状文U1類は、共に施される文様の相違など

から、さらなる細分化の余地がある。今後の資
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